公益社団法人 山形青年会議所
２０１４年度 第５回役員候補者会議 議事録

◆ 日  時 ：２０１３年 １１月２２日（金）

１９：００～２４：００
◆ 場　所 ：ビッグウイング　４階会議室　
　
1. 開  会                                                     遠藤専務理事候補者
1. ＪＣＩ　Ｃｒｅｅｄ唱和                                     井上本部長候補者
1. ＪＣＩ　Ｍｉｓｓｉｏｎ並びにＶｉｓｉｏｎ唱和               黒沼委員長候補者
1. ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和                            　 吉田委員長候補者
1. 東北ＪＣ宣言文唱和						近藤委員長候補者
1. 出席者の確認（敬称略）                                     舟山常任理事候補者

理事長候補者                齊　藤　秀　昭
直前理事長候補者            井　上　周　士
実行委員長候補者            齋　藤　秀　和
副理事長候補者              安　藤　太一郎
副理事長候補者              佐　藤　貴　博
副理事長候補者              鈴　木　辰太郎（遅参）
副理事長候補者              横　山　隆　太
専務理事候補者              遠　藤　智　大
監事候補者                  中　村　正　利
監事候補者                  三　沢　慶　洋
特別委員長候補者            鈴　木　　　力
特別委員長候補者            與　田　貴　博
常任理事候補者              長　瀬　洋　一（遅参）
常任理事候補者              武　田　靖　裕
常任理事候補者              會　田　智　弘（遅参）
常任理事候補者              長谷川　吉之介（遅参）
常任理事候補者              荒　井　要　雄（欠席）
常任理事候補者              舟　山　力　也
本部長候補者                髙　野　秀　哉（欠席）
本部長候補者                井　上　智　博
委員長候補者                近　藤　英　雄
委員長候補者                安孫子　直　樹（遅参）
委員長候補者                河　又　勇　人（遅参）
委員長候補者                黒　澤　利　道（遅参）
委員長候補者                吉　田　栄　寛
委員長候補者                黒　沼　望
事務局長候補者              岩　田　雄　治（遅参）

＜オブザーバー＞
財政審査チーム　　　　　　　井　上　哲　寿
会務セクレタリー候補者      奥　山　竜　士
会務セクレタリー候補者　　　小　泉　貴　靖


[bookmark: _GoBack]７．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　 舟山事務局長候補者
公益社団法人山形青年会議所定款第５条・第３２条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本会は成立。

８．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名           　齊藤理事長候補者
議事録署名人は齊藤理事長候補者・中村監事候補者・三澤監事候補者の３名
議事録作成人は会務セクレタリー

９．前回議事録の承認				　　　齊藤理事長候補者
第４回役員候補者会議の議事録をリンクしているので確認する。修正等あれば本会終了後までに事務局まで知らせる。本会を終了後自動承認とする。
	
１０．理事長候補者挨拶　			　　　齊藤理事長候補者
皆様こんばんは。連日ＣＯＣの会議そしてＬＯＭ運営に対する会議そして１３年度１４年度ＬＯＭの会議運営にご協力・ご尽力頂いていますこと御礼申し上げます。また本日の第５回の役員候補者会議にお集まり頂きまして感謝申し上げます。１０月２３日の役員候補者会議後でありますが、みなさん御存じのとおり２０１３年度の世界会議そして２０１４年度の日本青年会議所の地区事業説明会１０地区、残念ながらすべての地区まわることはできなかったが、山形青年会議所としてまわる機会を頂きました。日本青年会議所は山形青年会議所を世界会議後からしっかりコミットしよう、と前のめりになりながら日本青年会議所、東北地区協議会そして山形ブロック協議会が我々の行動とすべてを見るためにアンテナを立てはじめています。来年６月４～７日の期間において山形には約７０００人を迎える準備をしているこのＬＯＭとして、この理事会構成メンバーにはすべてに真摯に対応頂いてＬＯＭを、メンバーひとりひとりを、この組織を引っ張って頂きたいと思っています。もちろんこの後、日本青年会議所への出向であったり東北地区協議会、山形ブロック協議会への出向という中で、ＣＯＣそしてＬＯＭとしての出向と、数多くの担いが我々には生まれてきます。委員長、常任理事、副理事長のみなさんの姿、背中をしっかりと見せて頂いて２０１３年度から１４年度へ引き継いでいこうとしているこのＬＯＭを見定めながら自分たちのものにしていただきたい。齋藤実行委員長も病院に通いながら、ＣＯＣの担いも全うして頂きながら、昨日の話の中でも“ご迷惑をお掛けしますが”という言葉がありましたけれども、実行委員長の代わりはいます。そして副理事長の代わりもいます。常任も、メンバーも代わりはいます。しかしながら一人ひとりが担いの中で引き受けた役をしっかりと全うしていただくことによって２０１４年度がスタートした瞬間に２０１５年、１６年という未来を見据えて歩んでいかなければなりません。ですから皆さまには、絶対に一人でＪＣ運動をしない、というのをメンバーに伝えていってもらいたい。そして理事のみなさんは、議案作成を一人でしない。一人ですれば後が繋がりません。２０１５年に繋ぐには委員会スタッフを育てながら、しっかり受け継いでこの５８年を、そして５９年目の活動をしっかりと翌年、翌々年に繋げるように、自分たちのスキルを上げながら展開をしていただきたい。これからどんどん寒い時期になります。体にも自愛頂きながらＪＣ　ＡＳＰAC　山形大会までは一つになって全てに対応していきたいと思います。皆さまからのお力を頂戴して歩んでいきたいと思います。本日もいろんな案件多く出ています。忌憚のないご意見を頂きながら、最高のＬＯＭを作るべく歩んでいきたいと思います。


１１．直前理事長候補者挨拶 　　　　　　　　　　　　　 井上直前理事長候補者
みなさんこんばんは。まずは昨日開催されたＣＯＣ正副から連日続いている方大変お疲れ様です。またブラジルから私たち帰ってきまして、しばらくぶりにお会いする方もだいぶおられまして、挨拶を交わしていただきました。ブラジルに行っている間、海外での大会というのがほぼ最後ということで、さまざまなファンクションを実践的な目で見てきました。ブラジルの世界会議はＣＯＣが存在しない大会ということでさまざまなトランスポートが１時間以上かかったりと非常に不手際の多い大会で参考には成り得ない部分がありましたが、長谷川先輩の力をお借りしながら打ち合わせさせて頂いて、安藤事務総長も頑張って実り多きものを持ち帰って、正副でおとした次第です。一つ世界会議で心配していたのが、はたしてＬＯＭのほうでＡＳＰＡＣが動いているか、ということ。皆で色々話していましたが、あまり動いていないのではないか、と心配していました。しかし昨日の会議ではしっかりと各部会・実行委員会中心に議案も作成してくださって、昨日の会議はしっかりとした各部会の議案を実践的に揉む、という会議らしい会議、より中身を盛る会議になってきたと、それも副実行委員長をはじめここにいる皆さまの議案作成のおかげと思っています。いよいよ来週に入ると国際会議支援会、という日本ＪＣの委員会がＣＯＣに入って、そして会議を視察にきて山形のＡＳＰＡＣがどういうものかと、山形ＪＣはどれほどのものかと、そういった目で見てきますし、そして我々も実り多き会議を運営していかないと日本に対して示しがつかない、前に進んでいかない、というふうな状況になります。ＡＳＰＡＣまで１９２日です。私不在中の皆さまのイノベーションもだいぶ活躍されました。感謝します。これからが齋藤実行委員長中心に進んでいく会議でありますので、まずはＬＯＭをしっかりして、そしてＡＳＰＡＣが成功しなければ意味がない、ということでありますので皆さまの力を一丸として頑張っていきましょう。

１２．議題ならびに資料の確認　　　　　　　　　　　　　黒沼委員長候補者
確認事項その他含め３件、討議事項その他含め５件、審議事項その他含め５件、協議事項その他含め１８件、報告以来事項その他含め３件

１３．議事の採尺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齊藤理事長候補者
全員賛成の為、本議題について進める。
(以下、『候補者』表記を割愛)
１４．  確認事項
確－０１		理事長所信ｖｅｒ２１（案）について　事務局
遠藤専務理事【補足】
変更点なしのため各自確認

確－０２		メンバー数について　　　　　　　　　事務局
遠藤専務理事【補足】
本年度理事会において新入会員新たに承認された。よって新入会員のメンバー数というところが変更。各自確認の上議案に反映。

確－０３		その他	事務局
削除

１５．  討議事項　	遠藤専務理事

討－０１　山形ＪＣ活動の取材・記録管理（案）に関する件　　広報渉外委員会

黒澤委員長【補足】
前回の役員候補者会議からご意見頂戴した部分を反映している。１４年度もメンバーブログを使用して活動の写真を収集し、スケジュール等も載せたいと考えている。

遠藤専務【補足】
メンバーのブログはメンバーログインしてアップするという内容。対内的にメンバーログインせずに見るものは委員会が管理するという事です。

鈴木副理事長【意見】
個人管理になるとパスワードを忘れたりすることが多いのでメンバーページに行けない。本当に効果的に写真が集まるのか疑問を感じる。フェイスブックの方が視覚的にも操作的にも適しているのではないか。検討頂いただきたい。

鈴木特別委員長【意見】
各委員会から写真を上げて頂くことも大事ですが震災の時に支援活動をした写真等は今五十嵐さんに対応して頂いているのですが過去の写真が欲しいと言われて対応できる方法を検討頂きたい。

討－０２　各種大会・対外事業の渉外活動（案）承認に関する件　　　広報渉外委員会

黒澤委員長【補足】
先日正副候補者会議でご意見頂戴した部分反映しております。新たに大会の参加動員のリストを付けている。表の中の計画の人数の根拠は本年の参加人数を加味している。本年２月例会の際の上田先輩からお聞きした話が国際会議を誘致するＬＯＭとして例会は８０パーセント以上各種大会も半数以上で参加するのが好ましいという事をお聞きしたのでそれを参考にしている。

武田常任理事【質問】
審議対象資料の案内状が１１月の日付になっていますが委員会様の方でいつの時点での発送を検討。

黒澤委員長【回答】
委員会の方では本年度中に送付したいと考えている。

武田常任理事【質問】
送付とあるがメールか。予算が０になっている。

黒澤委員長【回答】
同報メールまた定期発送を活用したいと考えている。

鈴木副理事長【意見】
事業内容の中に何月何日でこの案内をメールでお知らせするといったのが無い。案内文としては「さて」から始まるべき。この案内を流し且つ各委員会に議題に取り上げてもらうといった工夫が必要。

横山副理事長【質問】
星取表はいつ位までに上げる予定でしょうか。

黒澤委員長【回答】
第一段階として１か月前。出発の１週間前には確実なものを提示できるようにしたい。

横山副理事長【意見】
１月８日に星取表発送となっている。いつまでに専務の確認をとりメンバーに配布するのかが肝になる。前日や３日前ではなく１週間前と言うのを逆算した形で徹底して頂きたい。

討－０３　京都会議の参加促進（案）に関する件　　広報渉外委員会

黒澤委員長【補足】
参加促進人数も出しているが、なるべく多くのメンバーに参加頂きたいのでご意見頂戴したい。

鈴木副理事長【意見】
出向者にとっても初めての舞台なので目的の中で出向者の顔を見に行こうよというのを持ってもらいたい。

井上本部長【意見】
せっかく作りこまれているので議案本文に反映頂いたほうがいいと思う。

横山副理事長【意見】
倉敷さんとの合同昼食会なのだが理事長が違う会合に行って倉敷さんの方に遅れて登場するかと予想される。フライトも加味してメンバーが最後までいれるようにして頂きたい。

討―０４　　　　２０１４年度名刺（案）に関する件　

遠藤専務理事【補足】
今年度同様のデザインで来年度も作成。添付のデザインと申込用紙要確認。ＡＳＰＡＣのロゴが古いものになっていた。新しいロゴマークが入り次第差し替える。おそらく今年中には入る。

井上本部長【質問】
実行委員会の役職名は英語でわからないが副実行委員長は英語で何というのか。

遠藤専務理事【回答】
ＣＯＣのほうから出す。

與田特別委員長【意見】
サンプルで安藤太一郎さんが出ているが真ん中にミドルネームで“ＡＮＤＹ”と入っていて国際出向経験者はミドルネームを持っているのだと思うが申込用紙の中にはミドルネームを入れるところがない。ミドルネームを持つことを事務局側で推奨していくのか検討してほしい。持つのか持たないのかは統一した方が良いのではないか。

安藤副理事長【意見】
過去の例を見ると、グループ名が記載あった年とない年がある。また出向先の記載など、盛り込む事項があれば全て入った状態で見せてほしい。

井上本部長【意見】
ＡＳＰＡＣブラジルのメンバーと名刺交換をすると、名刺裏面はＡＳＰＡＣのホームページのＰＲになっている。そういったことを追加したらいいのでは。

討－０５	その他	
削除

１６．　審議事項　　　　　　　　齊藤理事長

審－０１　委員会事業計画（案）承認に関する件
・花火大会特別委員会　

横山副理事長【質問】
審議を進める上でエクセル表は審議対象になるのか。

遠藤専務【回答】
エクセルシート特に予算について調整中の為、ワードの書類で審議を進めてほしい

與田特別委員長【質問】
エクセルシートの上程議案一覧と議案名が企画実施で終わっているが実施に関する件で統一だったはずでは。

遠藤専務【回答】
企画実施で終わる形で良い。

齊藤理事長【意見】
全会一致で可決

・会員交流委員会　

齊藤理事長【意見】
全会一致で可決

・未来創造特別委員会　

鈴木副理事長【意見】
エクセルシートの年間事業フレーム内の事業内容は事業計画の内容を表記すべきでは。

遠藤専務【回答】
次回まで統一見解を出す。

齊藤理事長【意見】
全会一致で可決

・会員拡大委員会

協議―その他　に上程。

・総務委員会

齊藤理事長【意見】
全会一致で可決。

・６０周年準備委員会　

鈴木副理事長【質問】
来年の１月に配布される情報ということから当該年として来年のことを翌年というのか。

安孫子委員長【回答】
我々が就いた翌年という意味で翌年という表現を使用している。

鈴木副理事長【意見】
来年という表現のほうが適切なのでは。

横山副理事長【回答】
翌年→来年に変えて審議にあげる。

安孫子委員長【変更の上上程】
２行目は翌年７月→来年７月に訂正。６行目はまずは翌年→まずは来年に訂正。

會田常任理事【意見】
５９年に渡る山形青年会議所の活動が→５８年に渡る山形青年会議所の活動に訂正。

齊藤理事長【意見】
全会一致で可決

審－０２　新春賀詞交歓会式典の企画・実施（案）承認に関する件　　会員交流委員会

安藤副理事長【意見】
１１月の常任理事での意見と対応が抜けている。来賓名簿は山形市議会議長の名前が間違っているので修正願う。日本ＪＣ関連シート１４山本副会頭１５橋本顧問１７池田常任は日本ＪＣの役職とかぶっているので二重発送にならないように対応願う。

三沢監事【意見】
今回ワイシャツとネクタイの色記載あるが、ダークスーツの記載も入れてほしい。

中村監事【意見】
ネクタイがピンクになっているが、ここで決めなくてもいいのでは審議に関してはドレスコードはまだ上げなくて良いう。

吉田委員長【回答】
事務局と相談の上としたいので今回はドレスコードの部分を除いて審議上程したい

井上直前理事【質問】
格式高い賀詞交歓会をメンバーにどのように伝え対外的にどのように見せていくのか。

吉田委員長【回答】
礼儀作法等行動や伝統を重んじた気持ちを持って見せていきたい。

井上直前理事【質問】
それをどのように表していくのか。いつ伝えるのか。

吉田委員長【回答】
副委員長会議等時間をかけて伝えていきたい

井上直前理事【意見】
その思いをしっかり伝えて素晴らしい会にしてほしい

鈴木副理事長【意見】
格式高い例会であるのは当たり前のこと。それを敢えて言葉に表現することによってここにいる理事メンバーからも意識を変えて取り組んでいきたい

横山副理事長【質問】
御礼状の内容が軽い。ＡＳＰＡＣにも触れていないが内容としてどのように考えているか

吉田委員長【回答】
事務局の統一表記としてまとめた。

武田常任【補足】
事務局から御礼状のフォーマットとして提案してもらったもの。これにＡＳＰＡＣを盛り込むと統一表記がずれ込むがいかがか

鈴木副理事長【意見】
賀詞交歓会の御礼状であるということではこの内容で問題ない。ただせっかくの機会なのでＡＳＰＡＣに触れてみては、という意見であれば再考の必要がある

横山副理事長【意見】
ＡＳＰＡＣの件だけでなくフォーマットとして再考すべきなのではないか

遠藤専務理事【意見】
公文書フォームとして作った。内容に関してはその時々で作ってほしい

鈴木副理事長【意見】
さまざまな意見を頂いているので御礼状のみ審議対象にしたい

遠藤専務理事【意見】
様々な御礼状のパターンがあるので参考資料としてはどうか

鈴木副理事長【質問】
事務局と確認して出すということなのか

遠藤専務理事【回答】
そのような見解でお願いしたい

與田特別委員長【意見】
事務局の意見に賛成

吉田委員長【意見】
案内状を参考資料にしてドレスコードはダークスーツの記載。ピンクネクタイは削除、議長名の修正で審議願いたい

齊藤理事長【意見】
全会一致で可決。

審－０３　新春賀詞交歓会祝賀会の企画・実施（案）承認に関する件　　会員交流委員会

安孫子委員長【意見】
実施日時　祝賀会１９：００～２１：４０になっているが２０：４０の間違いでは

吉田委員長【意見】
メンバータイムも含んだ時間で記載している。

中村監事【意見】
領収証準備願う。予備費の部分も検討願う。

吉田委員長【意見】
ビュッフェ代金に込みでみている

齊藤理事長【意見】
全会一致で可決。

審－０４　２０１４年度山形ＪＣスローガン募集（案）承認に関する件　総務委員会

鈴木副理事長【意見】
協議、協議、審議の流れだが前回の協議で一度上がってくるべきものではないか。もう一度念頭において進めて頂きたい

齊藤理事長【意見】
全会一致で可決。

審－０５　	その他

削除

１７．  協議事項　		遠藤専務理事

協－０１ 　委員会事業計画（案）に関する件　　

鈴木副理事長【意見】
２段落目の取組で訪れた方が再び訪れたい気持ちになる取組が見えない。再考願う。１８行目の国際の機会に触れることが山形の魅力を再認識につながるのか

遠藤専務理事【意見】
ＡＳＰＡＣ統一表記で２０１４を入れる場合は年を外して表記徹底願う。

中村監事【意見】
委員会主旨の１行目は「記念すべき年」アニバーサリーではないので再考願う。

井上本部長【意見】
内容が２点３点している部分があるので文章の再考願う。

齊藤理事長【意見】
委員会趣旨の８行目は各ＮＯＭ新年式典、ＪＢＭ、セネターゴルフに参加し大会直前のＰＲであれば国際となってくるが他に京都会議も入ってくるので全て書く必要性も出てくるので文章を再考して頂きたい。「あがらっしゃいの精神～」の表記に関しても１９９９年時の山形青年会議所の言葉だったので現代に適しているか再考願う。ＪＣＩ台湾四維ＪＣ及びＪＣＩ香港シティレディーＪＣの表記も正しい表記なのか確認して頂きたい。

会員拡大委員会
河又委員長【補足】
前回常任で頂いた意見反映した。本文中７行目「１３２」に修正いたします。

鈴木副理事長【質問】
河又委員長の思う新入会員を迎えるにあたって適した人材とはどういった人材でしょうか。

河又委員長【回答】
前向きで常に困難に立ち向かっていくような人です。

鈴木副理事長【意見】
そう思われるであれば誇り高きと言う部分がその言葉に置き換えた方がよいのではないか。１３行目、会員拡大会議を開催するのか実施するのか明確に記載するべき。

舟山常任理事【意見】
３行目「地域社会から求められるリーダーを目指して参りました」の部分ですが、結果として地域社会のリーダーになったのかも知れませんが求められている訳ではないのかと思いますのでご一考下さい。

黒沼委員長【意見】
一つ一つに取り組みを具体的に書いて頂ければ読みやすくなる。

鈴木副理事長【質問】
常任理事意見が抜けているようですがなぜでしょうか。

長谷川常任【回答】
バージョンを重ねる際に抜けてしまったので次回必ず載せたいと思います。

鈴木副理事長【意見】
意識が低いと思う。ちゃんと見て常任の役割をしっかり認識頂きたい。

広報渉外委員会
黒澤委員長【補足】
前回の役員候補者会議での意見を反映。本来審議のタイミングではあるが貴重なご意見を頂きたい。

長谷川常任理事【意見】
１行目を読んでいて「創立以来、情報の発信、」と句読点で区切られているが、唐突な表現に感じる。２行目「広くやまがたを発信してきました。」と、発信が２行続き、何の情報なのかも具体的に記載があった方がよい。

安孫子委員長【意見】
１行目から２行目の部分が何を発信してきたのかが見えない。

武田常任理事【意見】
活動は全て運動に変えたようですが８行目と１０行目は活動のままでいいかと思う。

長谷川常任理事【意見】　
６行目の文章「山形青年会議所が」の部分、主語の後が、「が」だとするとつながりがおかしいように感じる。

井上本部長【意見】
３行目から５行目の文に句読点がなく息切れをしてしまうように感じる。１２行目「一体感ある出向者支援活動」と言うのがしっくりこないように感じる。

鈴木副理事長【意見】
前回より飛躍的に良くなっている。１段落目の背景への入り方ですがこの委員会が設置に至った背景なので、既に広報しているというのは背景ではない。我々が思っている以上に山形ＪＣはあまり知られていないというのが背景だと私は考える。８行目、１５行目、１９行目運動より進化という言葉に逃げている。９行目「奉仕・修練・友情」は近年「修練・奉仕・友情」の順である。出向者報告会の目的は今後の出向につなげていく為なのか。彼らの活躍をお披露目する場でもあるのでそれぞれ精査頂きたい。

協－０２　新入会員の募集（案）に関する件 	会員拡大委員会

河又委員長【補足】
前回頂いたご意見を対応しまして、日程に関して変更があります。その点をポイントにご意見頂戴したい。

長谷川常任【補足】
本来赤字で記載する部分が黒字になっている事をお詫び申し上げたい。

佐藤副理事長【補足】
チラシは従来と変えているのでその点もご意見頂戴したい。

武田常任理事【意見】
第二クールの５月２９日が例会参加のセミナーになるとすると、当グループの会員交流委員会の例会なのですが、例会参加で宜しかったか。当初事務局からすると５月２７日だったと思うのでこちらで確認致します。

井上本部長【意見】
拡大チラシに関しまして、その他の締めの部分にＡＳＰＡＣに触れる部分がない。対象としてはもちろんＡＳＰＡＣを知らない方なので、説明があって然るべき。

河又委員長【回答】
チラシは現在花火大会のポスターが乗っているところにＡＳＰＡＣの画像と説明を入れる予定。裏面は、２０１４年活動予定とあるが審議を取っていない案件もあるので全てカット致します。その代り本年の活動をより詳しく入れる予定。次回まで資料揃えて提出致します。

武田常任理事【意見】
先程の日程の件なのですが、目的がＡＳＰＡＣ成功に向けたメンバー向けの決起大会になりますので２回目のセミナーとしてどうかと思う。

安藤副理事長【意見】
拡大のチラシ１番上、青字のジュニアチャンバーインターナショナル、オレンジの山形ＪＡＰANなのですが日本のコンプラのマニュアルだと（ＪＡＰＡＮ）と付けていけない気がするので確認頂きたい。

鈴木副理事長【意見】
今事業計画をしましたが、取り組みと目的は同じになる。８００字と言う制約があるのでこちらの方では膨らんでこなければならない。いい悪いではなくて、自分たちにとってどんな目的となるのかが大事。

協－０３　仮会員セミナーの実施（案）に関する件　　　　　　　　　　　会員拡大委員会

河又委員長【補足】
日程の意見をお願いする。前回は自己啓発系のセミナーについてはカットし、組織説明・例会に一度は参加して雰囲気を見ていただく。

長谷川常任理事【補足】
日程と内容が変更となっていますのでよろしくお願いします。
佐藤副理事長【補足】
リンク切れもあるのでよろしく願う。

黒澤委員長【意見】
もう少し時間が必要。

河又委員長【補足】
訂正がある。第七回の仮会員セミナーについて意見を頂戴したく議案に載せている。

鈴木副理事長【意見】
この事業に対する目的意識が大事。仮会員セミナーで人を創造する。青年会議所の魅力を知ってもらう前に少しでも次世代の事を考えることを目的とすれば良い。内部では委員長からの話などもあれば内部に対しては良いと思う。例年通りのシステムではあるが本当に仮会員の為にやるという気概をもってお願いしたい。

與田特別委員長【意見】
スケジュールですが第一クール、第二クールとあるが各例会において認証式を行うので各委員会と連絡をとってお願いしたい。

鈴木特別委員長【意見】
皆さんからの意見と同じ。伝えたい事を委員長の魅力を出していただきたい。

安孫子委員長【意見】
電子資料の拡大会議イメージの拡大出張会議のイメージを教えて欲しい。

河又委員長【回答】
次の議案にて説明する。

黒澤委員長【意見】
拡大の委員長と話や例会に参加、グループ会議にでた記憶がある。頑張ってください。

井上本部長【意見】
事業内容に委員会メンバーに意義を説明するとあるが市民憲章や東北ＪＣ宣言文がない。

河又委員長【回答】
次回は追加して上程する。

舟山常任理事【意見】
レクリエーションのする理由がボーリングを通して友好を深めるとあるがプレイをするだけではなくもう一つ工夫してほしい。

協－０４　会員拡大会議の企画実施（案）に関する件　　　　　　　　　　　　会員拡大委員会

河又委員長【補足】
懇親会班と収集班に分けて行いたい。各委員会の幹事にお願いする。

長谷川常任理事【補足】
お願いする。

佐藤副理事長【補足】
意識付けについてもご意見お願いする。

武田常任理事【質問】
講師の方の来年の役職はなにか。

河又委員長【回答】
わかりませんので確認する。

武田常任理事【意見】
２０１４年の拡大の委員長という考えもご一考下さい。

會田委員長【意見】
４人に一人の入会とあるが、本年は８人で行っていたのでご一考願う。

鈴木副理事長【意見】
同期会や同学年会とあるが実際に行われているのか。

河又委員長【回答】
頻繁ではないが同じ年の方への情報収集という意味合いで記載した。

鈴木副理事長【意見】
実際におこなわれているのか疑問。仮会員セミナーの後に行うという事で仮会員との懇親を深めるのが目的ですので仮会員の後に行うのはどうか。ご一考願う。

舟山常任理事【意見】
担当窓口が齊藤次年度理事長とある。人選について再考願う。

協－０５　２月例会の企画実施（案）に関する件　　　　　　　　　　　会員拡大委員会

河又委員長【補足】
二月例会に関してはセミナー形式で考える。自分の意見の発信をお願いしたい。

長谷川常任理事【補足】
お願いする。

佐藤副理事長【補足】
リンク漏れがある。申し訳ないがよろしく願う。

武田常任理事【意見】
協議対象資料なので遠藤専務が違う名前になっているので変更願う。

鈴木副理事長【意見】
受けたいと思うのか質問と。アシスタントトレーナーは何人来るのか。

河又委員長【回答】
受けたいと思う。アシスタントはなく一人にて行う。

舟山常任理事【質問】
的確な判断力を身に着けるとあるが的確な判断力とＪＣの魅力を発信するとはつながるのかわからないのでプログラムの中身の説明を願う。

河又委員長【回答】
適格な判断力を身に着けるというのが要素１・２に関する事で目的に関する手法というところでＪＣの魅力について再度発信してもらおうと考えている。

舟山常任理事【質問】
再度、ご回答願う。

河又委員長【回答】
的確な判断力とＪＣの魅力を発信することはつながると考える。

安藤副理事長【意見】
事業実施にいたる背景は市民意識変革運動と使う事があるのか使い方を考える。予算が既にオーバーしているので考える。

吉田委員長【意見】
審議対象資料に見積もりは載せないという事でお願いする。

【延長討議上程】

黒沼委員長【意見】
終了時間延長の討議提出を願う。

齊藤理事長【質問】
討議提出があるのでセコンドを頂ける方。セコンドがあるので延長討議の議題を上程願う。

黒沼委員長【意見】
１時間延長の１１時半までの延長で願う。

齊藤理事長【回答】
全員賛成の為延長。

協－０６		ＬＯＭ外広報誌の発行（案）に関する件

黒澤委員長【補足】
前回頂きました意見を元に修正した。

遠藤専務理事【意見】
議案名が誤っている。審議ではございませんので削除願う。

鈴木副理事長【質問】
目的としてＪＣが「身近な存在であることを」と記載されているが身近な存在であると言う割にはほとんどＯＢと現役他もＪＣ関係者と外部については割り当て的に少ない。手法として身近な存在と成りえるのか考えて頂きたい。発行先として各青年会議所と記載されているが適切であるのかわからないため質問させていただく。これは会社に送るのか日本ＪＣに送るのかＬＯＭに送るのか。

黒澤委員長【回答】
日本ＪＣに送るつもりで記載した。また日本の各委員長についても日本ＪＣに送付を考えている。地区役員については、地区の事務局が置かれているＬＯＭに送付予定です。

鈴木副理事長【意見】
過去にクレームが来たことがあるが日本ＪＣに送ってもほとんど見ないとのことである。見てもらいたいのであれば会社に送る。もしくはＬＯＭ事務局に送った方が効果ある。地区役員については地区事務局に送ってもしょうがない。会社かＬＯＭに送ってください。ＡＳＰＡＣ開催という背景がある中で地区であれば７６ＬＯＭに送るという考え方もある。６９８ＬＯＭに送ることも視野にいれる。内容を見てもただ考え方などを知ってもらいたいだけであり身近なものではない。目的を精査してください。発送先はＬＯＭメンバーについてはＰＤＦなどで案内するのであればそれが適切なのか再度検討してください。先輩たちが本当に欲しているのか。過去にはＪＣレポートがいらないと言われたことがある。予算の大半がそちらにさかれているので本当に大事なのか検証し再考して頂きたい。

與田特別委員長【意見】
５番の外部協力者が「なし」となっているがせっかく印刷の業者様より見積りも添付してあるので記載も検討する。発送先の中に山大のＪＣＣも検討に値する。公民館等々に発送先が含まれているのかもしれないがボランティア頂いているのでご一考頂ければ。

井上本部長【質問】
８番の公益性の部分について「有」は「無」の認識でしたがいかがか。

遠藤専務理事【回答】
「無」です。

協－０７		山形ＪＣホームページの運用（案）に関する件

黒澤委員長【補足】
不備な点があるが先ほども活動写真について意見いただいておるがメンバーページでブログなども考えていた。また訂正もさせて頂ければと思うのでよろしく願う。またＷｉｎｄｏｗｓＸＰでログインした場合大丈夫かという点については現状大丈夫ですが今後サポートが終了しセキュリティーホールが見つかり訂正が出てくるとログインできない。ページのレイアウトがずれるなどの不具合が出る可能性がある。セキュリティーの面から見てもＷｉｎｄｏｗｓ Ｖｉｓｔａ以降のＯＳに変えてほしいとの要望がある。また、ＦＡＣＥＢＯＯＫの更新情報がわかるようにＨＰに貼り付けられないかという意見があったがシステム上貼り付けられない。

遠藤専務理事【補足】
参考資料にコラボプランの見積書があるがシステム変更も視野に入れて委員会で協議したが金額が莫大にかかるとのことでしたので現在のシステムを使う。

鈴木副理事長【質問】
年始は1月1日のイメージなのか。

黒澤委員長【回答】
すぐページ変更はできないこともあり年始についてだがＨＰの構造上１月１日にすぐ繁栄ができない。まだ明確なビジョンがないのでそういった点でも意見いただければ。年賀状のようなイメージで張り付け、活動写真を張り付けるなどをかんがえている。

鈴木副理事長【意見】
公益でややこしい点はあるがリーダーの新年挨拶ぐらいあるのは当然なので１月１日から対応頂ければ。過去には１０日間正月休みなどで更新できなかったことがあるが年始は１月１日ですので対応できるよう願う。ＡＳＰＡＣ山形大会はＦＡＣＥＢＯＯＫのリンクがあって公式ページリンクへ飛ばすことになるがこれを目的に訪問する方は増える。そのためバナーを少なくとも６月までは大きく表示させて下さい。さらに他ＬＯＭを確認すると賛助会員を尊重し大きく扱っている。賛助会員についても検討する。また山形街づくりといっている団体なので観光系など魅力を発信するリンクも検討頂ければ。

武田常任理事【質問】
見積もり企業一覧がリンクに貼ってあるので精査願う。また日本青年会議所と仙台青年会議所ＨＰの画面も参考資料に貼り付けてあるがこういうものを目指すという意味でリンクがあるのか。

黒澤委員長【回答】
当初私の勉強不足で必要最低限の公開情報を載せるイメージをしていたが他ＬＯＭや日本ＪＣはどのように公開しているのか参考にできるようリンクした。予算ヒアリング等々で丹野財政とも話をしており
日本ＪＣに準ずるように検討しておる。

安孫子委員長【意見】
数年前から会員拡大に力を入れているので会員募集のクリックするところを大きくする。「新入会員募集」とあるが「会員募集」でいいのではないか。見た方がクリックしやすい文面した方がいい。

長谷川常任理事【意見】
今年のものとあまり変わらないイメージだがレイアウト等、基本はこのイメージでいくのか。

黒澤委員長【意見】
法人のページがガラっとかわることはあまりないのでレイアウトは変えずにいきたい。その年のカラーなどがある場合は要素を付け加えていきたい。

長谷川常任理事【意見】
トップページのリンクやバナーの場所や期限切れのリンクやバナーの更新が遅いなどの事例があるのでタイムリーな対応を頂けるように働きかけて頂ければ。

協－０８		ＬＯＭ内褒賞審議委員会の設立（案）に関する件

黒沼委員長【補足】
台本の見直しについて変更がある。

鈴木副理事長【意見】
特に問題はないが近年各種大会が多くなり総務情報委員会は例会や総会の取り纏めをしているが渉外とのリンクが難しい。事前取り纏めや終わってからのものになるので花火・総会例会・各種大会、都度の取り纏めを行い担当委員会にも大事な資料だと意識づけることが大事。

遠藤専務理事【補足】
本次年度の褒賞審議委員長の二人から案を出していただく。

協－０９		１月定時総会の開催（案）に関する件

黒沼委員長【補足】
電子資料配布について詳しい配布方法の段取り記載をした。会場もまだ予定ではあるが変更があるの確認願う。次第について前回理事長バッチ交換など誤りがあったので総会後の臨時理事会へ変更している。

舟山常任理事【補足】
新しい取り組みとして総会資料の電子配布を考えている。進め方について広く意見いただければ。

武田常任理事【質問】
例年公民館で行っている中パレスを予定しているが予算０円で大丈夫か。

黒沼委員長【回答】
引き続き臨時理事会の予算からまかなっている。

岩田事務局長【補足】
次の議案で上程を行うが同日に第一回理事会を行うので同じ時間内であれば理事会費の中で開催できるとパレスから話を頂いている。

鈴木副理事長【質問】
やり方としては素晴らしいがタイミング的には全員承諾があることでこの選択ができ電子配信が認められる。このやり方が通用するのか他に前例があるのか知っているのであれば教えてください。委任状について結果的に全部集まることは難しいです。足で取りに行くしかない。ＦＡＸではなく原本でないと法律上だめなので難しい点も多い。

黒沼委員長【回答】
前例の有無は把握してないので中村監事から説明して頂く。

中村監事【補足】
ラインから相談があったが現在調査中となる。「やれる」ということは間違いない。承諾を受けた方に関してはメールで送っていいので誰に送ったのか赤字で政策保管する手順等は問題ないが委任状と一緒にという点については微妙ですのでもう少し時間をください。

協―１０		２０１４年度　理事会日程（案）に関する件

岩田事務局長【補足】
添付資料で変更があるが黒字のままとなっている。１月２８日総会の後に臨時理事会開催の追記によって理事会が一つずつずれ回数が減っている。

舟山常任理事【意見・質問】
理事会の日程について例年最終火曜日開催だが最終水曜日になっている。特別な理由はあるのか。

岩田事務局長【回答】
２月、３月の水曜日開催については他のスケジュール(３月：セネターゴルフ)と重なり若干ずれている。

遠藤専務理事【補足】
こちらの資料は古いものとなり間違いが記載されている。今現在は例年通り、火曜日に移動している。

協－１１		２０１４年度　理事会費（案）に関する件

岩田事務局長【補足】
第一回がパレスグランデールと増えているので１０回から１１回に増えている。確認願う。

遠藤専務理事【補足】
理事会費を会費として集める。またこのタイミングで山形ブロック会費６０００円も集める。

協－１２		２０１４年度　例会日程（案）に関する件

岩田事務局長【補足】
３月４ＬＯＭ合同例会は４日に決定となった。開催日は火曜日をベースに変更している。

協－１３		２０１４年度　出向者（案）に関する件

岩田事務局長【補足】
引き受けて頂いたメンバーを追記している。

遠藤専務理事【補足】
これからアカデミー委員会出向のメンバーを確定する声掛けを開始していく。委員長の方々も協力願う。

協－１４		２０１４年度　外部出向者（案）に関する件

岩田事務局長【補足】
前回より特に変更はない。

協－１５		２０１４年度　予算（案）に関する件

遠藤専務理事【補足】
内容の詳しい部分については「収入・支出」から確認。回数の変更などから若干の変更がある。

協－１６		２０１４年度　特別年会費（案）に関する件

遠藤専務理事【補足】
現時点の試算だと６万２千円新入会員が３万円と試算している。メンバー１２８名、新入会員２０名で試算している。多少の変化があるが了承願う。

鈴木副理事長【意見・質問】
過去の特別年会費を記載する。

遠藤専務理事【補足】
別タブにて記載されているので確認願う。

協－１７	２０１４年度　特定資産の運用（案）に関する件

遠藤専務理事【補足】
長瀬ＡＳＰＡＣ副事務総長と相談し、２０１４年度の予算を記載している。

協－１８	その他

削除

１８．報告・依頼事項				 岩田事務局長候補者

報－０１ 　今後のスケジュールについて

岩田事務局長【補足】
１２月２日・３日に次年度日本ＪＣ国際会議支援委員会のスタッフが来県します。４日に【次年度】第６回役員候補者会議となっております。

報－０２ 　上程スケジュールについて

次回役員候補者会議は２３日となっておる。それまでのスケジュールとなっている。
■　上程票締切り （５日前）　１１月２９日（金）１２：００
■　議案締切り（３日前） １２月１日 （日）１２：００
■　議案ダウンロード（１日前）１２月３日 （火）２４：００

報－０４　その他
削除

１９．次回開催 				遠藤専務理事候補者

[ ２０１４年度 第４回役員候補者会議 ]
２０１３年１２月４日水曜日１８：３０～　場所：山形青年会議所　会議室

２０．監事講評　　			中村監事

長時間の中お疲れ様でした。本日委員会の方針がありまして今までも活動してきているメンバーではありますが、こういった形で走っていくということが審議されましたので委員長の皆様は間違いなく委員会に落として再度お願いします。今後のスケジュールについてですが次回非常に短いタイミングで予定では年内最終となります。今日の候補者会議の中で様々な意見が出たと思いますので、そういったところ間違いなく反映するようよろしくお願います。特に直近でありますと総務と会員交流の賀詞交歓会と総会が控えておりますので再度見直していただきまして必要であれば候補者会議で疑問を投げかけてください。世界会議があり、先月からのぎゅっと詰まったところから２週間ほど空いて気が緩んだところが垣間見えますので時間が無いからできないというわけではなく時間があっても細かい点やラインの中で精査されていなかったりあるかと思われます。次回まで詰めて頂き年内をきれいに終わらせましょう。
来年のスタートで一気にはじまりますので肝に銘じて候補者会議に臨んでください。大変お疲れ様でした。

２１．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遠藤専務理事
